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東京消防庁 防災部 防災安全課



１ 要配慮者の防災行動力及び地域住民の支援力の向上

①要配慮者対応を取り入れた訓練の促進

②防火防災意識の啓発に係る情報の提供

③聴覚障害者等への音声によらない通報の利用促進

④手話通訳者等の派遣要請

２ 住まいの防火防災診断

３ 住宅火災直接通報、救急直接通報等

・住宅火災直接通報等利用者に対する情報提供

４ 要配慮者に関する地域協力体制づくり
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１ 要配慮者の防災行動力及び地域住民
の支援力の向上
～①要配慮者対応を取り入れた訓練の促進～
⇒訓練を通じ、地域の防災力を強化
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訓練で活用する啓発資料
地震から命を守る『７つの問いかけ』

〇要配慮者の防災行動力向上を
目的とした資料

〇災害時に起こり得る場面を時
系列に沿って分け、それぞれ
に合った「問いかけ」により、
本人や支援者の気付きと自
主的な取組を促進
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◎ 視覚障害者に対する情報提供手段

・ 音声コード

・ 録音図書 （音声広報ＣＤ、ＤＡＩＳＹ編集版）

「視覚障害者用
音声コード」
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※DAISY編集版（ﾃﾞｲｼﾞｰ図書）とは・・・
専用の機器により読み取り、見出しや
項目をスキップしたり、パソコン画面で
文字を確認しながら視聴できるもの。



◎ 録音図書

防火防災に係る様々な情報を録音図書としてＣＤに
音声収録し、視覚障害者向けの音声広報媒体を作成
視覚障害者の実状を踏まえてＤＡＩＳＹ編集版も作成
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◎ 録音図書

防火防災に係る様々な情報を録音図書としてＣＤに
音声収録し、視覚障害者向けの音声広報媒体を作成
視覚障害者の実状を踏まえてＤＡＩＳＹ編集版も作成
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◎ 録音図書の収録内容例
防火防災に関する知識や情報

・ ＴＦＤ Ｎｅｗｓ（東京消防庁最新のトピックス）

・ 事例集～視覚に障害がある方たちの防火防災訓練～

・ 「もしも」をいつも体験できる 防災館

・ 住宅火災による死者の実態

・ 鳴りますか？住宅用火災警報器

・ 出火原因別 火災を防ぐポイント

・ 地震から 命を守る 家具転対策

・ 病院？救急車？迷ったら ＃７１１９

・ 住まいの防火防災診断とは

・ 地震から命を守る「７つの問いかけ」 等
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１ 要配慮者の防災行動力及び地域住民の
支援力の向上
～③聴覚障害者等への音声によらない通報の利用促進～

⇒いざという時の安心安全の確保
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電話以外の緊急通報の確保①

・ ＦＡＸで１１９番通報可能

・ 事前登録不要

１１９番ファクシミリ
通報
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・ 携帯電話等のＷｅｂ機能を利用した緊急通報

・ 事前登録が必要

・ 登録要件：東京消防庁管内に在住、在勤・在学している聴覚または言語・

音声等に機能障害がある方

緊急ネット通報 （平成２７年１２月１日から運用開始）

電話以外の緊急通報の確保②
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２ 住まいの防火防災診断
⇒要配慮者世帯の居住環境の安全化
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・ 町会役員、民生委員、行政機関などと共同で実施
・ 診断を実施するお宅に入る
・ 「生活環境」「身体状況」のほか「火災、地震、
日常生活事故」の27項目を診断
・ 把握した危険については改善方策をアドバイス
（可能な範囲で消防職員が改善作業）
・ 結果について、関係機関と情報共有

◎ 住まいの防火防災診断実施要領・特徴
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項目別 診断内容

火災

・火災発生危険（たばこ･ストーブ･こんろ･電気配線
等）
・住警器・消火器等の有無、維持管理状況
・火災発生時の対応に係る意識 等

地震
・家具類の転倒・落下・移動防止対策の実施状況
・地震発生時の意識・行動
・非常持ち出し品の準備、町会自治会との関わり 等

日常生活
事故

・転倒事故危険、浴室内事故危険
・熱中症対策、一酸化炭素中毒事故危険 等

◎ 住まいの防火防災診断の主な診断項目
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19防火防災診断 結果のお知らせ（表）



◎ 住宅火災における死者数と出火原因

例年上位の
出火原因
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合計
７１人

（東京消防庁管内 令和２年中）



【奏功事例】

（事例１）たばこ
たばこの灰により畳等が煤けた状態を発見したので、火災危険

と吸い殻の始末についてアドバイスした。また、高齢者安心センター
やケアマネジャー等と情報を共有し、関係機関と連携して対応した。
その後状況を確認したところ、適切な喫煙状況になっていた。

（事例２）電気器具
診断に同行した関東電気保安協会の職員が若干の漏電を発見し、

原因はコンセントの差し込みが不完全であることと分かったので、
コンセントを奥まで完全に差し込み、トラッキング火災を防止した。
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（事例３）ガス器具
ガスコンロ脇に殺虫剤のスプレー缶が置かれていたので、引火

の恐れがあり非常に危険であることを説明し、その場で別の場所
に移動した。

（事例４）暖房器具
電気ストーブの上に洗濯物が干してあったため、火災危険につ

いて伝えたところ、住民がすぐに別の場所に移動させた。
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３ 住宅火災直接通報、救急直接通報等
⇒区市町村、民間事業者、東京消防庁が連携

23



24

◎ 通報制度
住宅（アパートやマンションの居住部分を含む） 事業所等

直
接
通
報

住宅火災直接通報

住宅用火災警報器が作動すると当庁
に直接通報される

救急直接通報

急病等の時にペンダントを押すと当庁
に直接通報される

事業所火災直接通報

自動火災報知設備が作動すると当庁
に直接通報される

代
理
通
報

住宅火災代理通報

住宅用火災警報器等が作動するとそ
の信号を警備会社等の受信センター
が受信し、警備会社等が当庁に通報す
る

救急代理通報

急病等の時にペンダントを押すとその
信号が警備会社等の受信センターが
受信し、警備会社等が当庁に通報する

事業所火災代理通報

自動火災報知設備が作動するとその
信号を警備会社等の受信センターが
受信し、警備会社等が当庁に通報する



４ 要配慮者に関する地域協力体制づくり
⇒「地域の連携」による要配慮者の安心・
安全の強化、共助体制づくりを推進
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・町会・自治会
・民生委員協議会
・社会福祉協議会
・電気事業者
・区市町村福祉部局

などの関係機関が集合
し、地域の連携、協力体
制について検討



都民防災教育センター

VR防災体験
コ ー ナ ー

地 震
コーナー

暴風雨体験
コ ー ナ ー

都市型水害
体験コーナー

こども
広 場

救出救助
コーナー

参考

日常生活事故防止コーナー
平成30年３月オープン！！
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１／２



都民防災教育センター参考
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令和３年春、本所防災館の「地震体験
コーナー」をリニューアルし、「浸水体験
コーナー」を新設しました。
地震体験コーナーは、バリアフリーで、
車いすのまま体験することができます。

地震体験コーナー

２／２

浸水体験コーナー

浸水体験コーナー
は、説明映像に手話
を追加しています。



東京消防庁の防災訓練用車両
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VR防災体験車

起震車

まちかど防災訓練車

ゴーグルを着用し、臨場感あふれる
立体動画で「地震」「火災」「風水害」
の３種類のコンテンツを体験でき、
大きな揺れや臭い、熱などを感じ
ることもできます。

東日本大震災や熊本地震など、近
年発生した大規模地震を体験でき
ます。また、震度２から震度７まで８
種類の震度を体験できます。

水タンクを備えた小型の車両で、
狭い道にも入ることができ、小さ
な公園などで放水訓練を行えま
す。

参考 １／２



東京消防庁の防災訓練用車両
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参考 ２／２

起震車

車いすを使用している方は、車両
後部の車いす昇降装置を使って、
車いすのまま訓練をすることがで
きます。




